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＝ご挨拶＝                                

 いつも温かいご支援ご支持をいただき、ありがとうございます。 

 令和 8年第 3回定例会が 8月 28 日（金）に開会され、9月 1日から 

9 月 7日まで一般質問、その後、議案の審議、決算審査特別委員会が 

行われ、9月 28 日（木）に閉会となりました。 

 私は 9月 3日に下記のとおり一般質問を行いました。 

 

１件目  大地活力センターの安定的な運営について  

 大地活力センターは稼働から 25 年目となっている。施設内で使用している重機や機械類はかな

りの年数が経っていることから、更新等が必要な時期になってきている。 

 奥州市の畜産業と耕種農家のためにも、将来にわたって安定的な施設の運営を維持していく必要

があると考えるが、施設の必要性をどう認識し、健全な運営を行なっていくにあたり、どのような

考えがあるのかを伺う。 

【市長】 

 市としては、耕畜連携による地域資源循環型農業の確立を図るうえで、大地活力センターの存在

意義は重要であり、なくてはならない存在であると認識している。 

 現在見直しを進めている、奥州市農業振興ビジョンへの位置付けについても検討し、必要に応じ

て国、県の制度の活用も想定しながら真摯に対応していく。 

              大地活力センターとは…   所在地：奥州市江刺玉里 

                JA 江刺が運営し、JA 江刺管内の畜産農家に加え、JA 岩手ふるさと 

管内の畜産農家が持ち込んだ牛ふん等から堆肥を製造する施設。 

 

２件目  空き家対策における事前取り組みについて  

 現在、奥州市内における空き家の数は、令和７年度において 3,725 件となっており、この 3年間

で年間平均 200 件を超えるペースで空き家が増え続けている状況にある。 

 「空き家になってからどうするのか」ではなく「空き家にさせないために何をしなければならな

いか」という事前対策が重要であると考える。空き家の発生予防という観点から今後どのような対

策に取り組んでいくのか伺う。 

【市長】  

 市が発行しているエンディングノート「私の生き方ノート」があるものの、その記載内容の理解

が広がっているとは感じられない状況にある。 

 地域での情報共有や、地域住民団体と市が連携して取り組む必要があると考えている。また、地

域への出前講座等についても要請に応じてまいりたい。 

 現在進めている第 2次奥州市空家等対策計画の策定作業の中で、空き家になる前の対策について

も検討を進めていく。 

 

   令和 7年度決算認定に係る政策提言に関する付帯決議を、裏面の通り提出しました。 

地域の安心安全な暮らしを守るため、課題解決に向け全身全霊で取り組んでまいります。 

   今後とも、皆様方のご指導ご鞭撻をいただきますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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令和７年度決算認定に係る政策提言に関する附帯決議 

 

令和７年度各会計の決算認定においては、奥州市総合計画に基づく各種施策の進捗状況 

について各部門別の審査を行った。 

その中で、総務部門では、江刺市街地及び水沢江刺駅周辺エリアプロジェクト事業の進 

捗状況、生成ＡＩ等の効果検証と活用体制、財政調整基金の確保と持続可能な財政運営、 

地区センターを含む地域活動拠点の運営基盤確保等の取組について検討を行った。 

教育厚生部門では、学校施設の環境整備、福祉医療等人材の確保、重層的支援の充実、 

避難行動要支援者の個別避難計画、子どもの見守り、保育・産後ケアの受入れ体制、市立 

病院・診療所経営強化プランの実行管理等の取組について検討を行った。 

産業経済部門では、メイプルの今後の方向性、事業承継及び創業者支援、農畜産物のブ 

ランド力向上、森林環境譲与税の活用等の取組について検討を行った。 

建設環境部門では、ごみ・環境、地域防災力の確保、鳥獣被害、公共インフラ（道路、 

河川、上下水道等）、市営住宅に関すること等の取組について検討を行った。 

これらの取組の課題が次期当初予算によって解決されるよう、下記のとおり市長に対し 

政策を提言する。 

 

記 

１  江刺市街地及び水沢江刺駅周辺エリアプロジェクト事業の実現可能性の検証と情報公 

開、地区センターを含む地域活動拠点の運営基盤の確保に取り組むとともに、生成ＡＩ 

等を活用した庁内ＤＸを推進し、行政サービスの質の向上に努めること。 

 

２  児童生徒を取り巻く支援体制の改善及び民生委員と医療介護人材の確保を図るととも 

に、病院事業においては赤字を改善し、経営強化プランの目標達成に努めること。 

 

３  メイプルの今後の方向性の早期確定、地域産業の担い手確保に向けた事業承継及び創 

業者支援の拡充、農畜産物の更なるブランド力向上及び森林環境譲与税の有効活用を図 

ること。 

 

４  市民の安全・安心な生活環境の実現のため、各種施策を進める上で市民参画がより重 

要となっていることから、施策の周知と市民参画の手立てを講じるとともに、より一層 

の財源確保に努め、道路、上下水道等の公共インフラの整備に取り組むこと。 

 

以上、決議する。 

 

令和８年９月 28 日 

 

奥州市議会 

 


